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	製品名: ERK 8（リン酸化Thr175/Y177）ウサギポリクローナル抗体
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	背景
	触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,ドメイン：N末端領域（1-20）は、ユビキチン化とプロテオソームによるさらなる分解に必要な最小限の領域です。,ドメイン：TXYモチーフには、MAPキナーゼを活性化するスレオニンおよびチロシン残基が含まれています。,酵素制御：スレオニンおよびチロシンのリン酸化によって活性化されます。DUSP1などの二重特異性ホスファターゼによって阻害されます。,機能：in vitroで、MBPをリン酸化します。,PTM：酵素を活性化するThr-175およびTyr-177が二重にリン酸化されます。in vitroでは、スレオニンおよびチロシン残基が自己リン酸化されます。,PTM：ユビキチン化されます。ユビキチン化により、キナーゼ活性の厳密な制御と迅速なターンオーバーが可能になります。 SCF E3 リガーゼによってユビキチン化される可能性があります。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CMGC Ser/Thr タンパク質キナーゼファミリー。MAP キナーゼサブファミリー。,類似性:1 つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,サブユニット:CSK/c-Src、ABL1、RET、および TGFB1I1 と相互作用します。,組織特異性:広く発現しており、肺と腎臓で最大になります。,触媒活性:ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,ドメイン:N 末端領域 (1-20) は、ユビキチン化とプロテオソームによるさらなる分解に必要な最小限の領域です。,ドメイン:TXY モチーフには、リン酸化によって MAP キナーゼが活性化されるスレオニンとチロシン残基が含まれています。,酵素調節:スレオニンとチロシンのリン酸化によって活性化されます。 DUSP1などの二重特異性ホスファターゼによって阻害されます。,機能：in vitroでMBPをリン酸化します。,PTM：Thr-175とTyr-177が二重にリン酸化され、酵素を活性化します。in vitroではスレオニンとチロシン残基が自己リン酸化されます。,PTM：ユビキチン化されます。ユビキチン化により、キナーゼ活性の厳密な制御と迅速なターンオーバーが可能になると考えられます。SCF E3リガーゼによってユビキチン化される可能性があります。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CMGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。MAPキナーゼサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,サブユニット：CSK/c-Src、ABL1、RET、TGFB1I1と相互作用します。,組織特異性：広く発現しており、肺と腎臓で最大発現を示します。,
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	ERK8（リン酸化Thr175+Tyr177）抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	Phospho-ERK 8（T175/Y177）ポリクローナル抗体を用いたJurkat細胞のウエスタンブロット解析。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

